
(57)【要約】

【課題】消化管内の癌組織または前癌組織等の異常組織

を効率良く除去する装置を提供する。

【解決手段】患者の消化管から異常組織を除去する装置

であって、患者の消化管に導入される内視鏡10と、異常

組織に吸引力を適用して、内視鏡10の遠位端において異

常組織を引き込む結紮具（管18）リング20と、結紮具（

管18）内にある異常組織の基部に適用され、異常組織か

ら成るポリープを形成する結紮バンド（リング20）と、

ポリープを周囲組織から切断する切断具とを備える。こ

の装置では、患者の消化管に内視鏡を導入し、その内視

鏡の遠位端において結紮具に異常組織を引き込むために

異常組織に吸引力を適用し、次に、結紮バンドを結紮具

内の異常組織の基部に適用してポリープを形成し、最後

に電気外科係蹄を用いてポリープを周囲組織から切断す

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 消 化 管 か ら 異 常 組 織 を 除 去 す る 装 置 に お い て 、
　 患 者 の 消 化 管 に 導 入 さ れ る 内 視 鏡 と 、
　 異 常 組 織 に 吸 引 力 を 適 用 し て 、 前 記 内 視 鏡 の 遠 位 端 に お い て 前 記 異 常 組 織 を 引 き 込 む 結
紮 具 と 、
　 該 結 紮 具 内 に あ る 前 記 異 常 組 織 の 基 部 に 適 用 さ れ 、 前 記 異 常 組 織 か ら 成 る ポ リ ー プ を 形
成 す る 結 紮 バ ン ド と 、
　 前 記 ポ リ ー プ を 周 囲 組 織 か ら 切 断 す る 切 断 具 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 異 常 組 織 除 去 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 異 常 組 織 が 前 記 結 紮 具 に 引 き 込 ま れ る 前 に 、 前 記 異 常 組 織 を 持 ち 上 げ る べ く 、 前 記
異 常 組 織 に 溶 液 を 注 入 す る 手 段 を 備 え る 請 求 項 １ 記 載 の 異 常 組 織 除 去 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 異 常 組 織 を 同 定 す べ く 、 前 記 異 常 組 織 に 染 料 を 適 用 す る 手 段 を 備 え る 請 求 項 １ ま た
は ２ 記 載 の 異 常 組 織 除 去 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 切 断 具 は 、 外 部 さ や 型 ケ ー ス と 、 該 さ や 型 ケ ー ス の 長 手 軸 に 実 質 的 に 直 角 の 平 面 に
位 置 す る ル ー プ を 形 成 す る ワ イ ヤ と を 有 す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 異 常
組 織 除 去 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 診 断 用 及 び 治 療 用 の 胃 腸 内 視 鏡 は 通 常 、 組 織 を 観 察 及 び 除 去 す る 目 的 で 消 化 管 に ア ク セ
ス す る た め に 使 用 さ れ て い る 。 通 常 の 内 視 鏡 治 療 手 順 に は 、 種 々 の 公 知 の メ カ ニ ズ ム に よ
る 切 断 、 剥 離 及 び 除 去 が 含 ま れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 検 の た め に 組 織 を 採 取 す る 技 術 は 、 鉗 子 （ 凝 固 を 含 む ま た は 含 ま な い ） 、 係 蹄 の 使 用
を 含 み 、 細 胞 検 査 の た め に は 針 及 び ブ ラ シ の 使 用 を 含 む 。 こ れ ら の 技 術 は 、 多 く の 診 断 及
び ／ ま た は 治 療 の 目 的 を 達 成 す る が 、 不 十 分 な 場 合 も あ る 。 例 え ば 、 現 在 の と こ ろ 、 平 板
な 悪 性 粘 膜 病 変 ま た は 粘 膜 下 組 織 中 の 病 変 の 除 去 の た め の 満 足 で き る 方 法 が 存 在 し な い 。
あ る 場 合 に は 、 診 断 の た め に 深 い 試 験 片 が 必 要 と さ れ る 場 合 が あ り （ 例 え ば 、 リ ン パ 腫 ま
た は メ ネ ト リ エ 病 ） 、 そ の よ う な 場 合 に は 、 現 在 の 方 法 に は 限 界 が あ る 。 「 持 ち 上 げ 切 断
」 切 除 術 、 及 び 、 塩 水 ま た は ブ ド ウ 糖 溶 液 の 粘 膜 下 組 織 へ の 注 入 後 の ポ リ ー プ 切 除 術 の よ
う な 技 術 が 用 い ら れ て き た が 、 あ る 場 合 に は 組 織 が 持 ち 上 が ら な い こ と が あ り 、 ま た あ る
場 合 に は 注 入 に よ り 実 際 に そ の 領 域 が 平 板 に な っ て 組 織 除 去 を よ り 困 難 に す る の で 、 こ れ
ら の 方 法 が 常 に 成 功 す る と は 限 ら な い 。 内 視 鏡 粘 膜 切 除 術 と し て 知 ら れ る こ れ ら の 方 法 は
ま す ま す 一 般 的 に な っ て き て お り 、 特 に 早 期 胃 癌 が 多 い 日 本 に お い て 一 般 的 に な っ て き て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ７ ３ ５ １ ９ ４ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 早 期 食 道 癌 は 世 界 中 で 重 大 な 問 題 に な っ て い る 。 適 切 な ス ク リ ー ニ ン グ 試 験 に よ っ て 、
こ の 疾 患 が 粘 膜 に 限 定 さ れ て い る と き に 、 ま た は 前 癌 段 階 に あ る と き に 、 診 断 を 行 う こ と
が で き る 。 早 期 食 道 癌 の 破 壊 の た め に 既 知 の 方 法 （ 例 え ば 、 レ ー ザ 光 凝 固 法 ） が 存 在 す る
が 、 早 期 食 道 癌 の 患 者 及 び 上 述 し た よ う な そ の 他 の 状 態 に あ る 患 者 か ら 効 果 的 か つ 完 全 に
組 織 を 除 去 す る こ と を 可 能 に す る 方 法 が 必 要 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 本 発 明 の 目 的 は 、 消 化 管 内 の 癌 組 織 及 び 前 癌 組 織 の 除 去 の た め の 改 善 さ れ た 装 置 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 癌 組 織 ま た は 前 癌 組 織 の い ず れ か で あ る 消 化 管 内 の 異 常 組 織 が 同 定 さ
れ る 。 次 に 、 異 常 組 織 が 結 紮 器 具 の 遠 位 端 に 吸 引 力 に よ り 引 き 込 ま れ 、 異 常 組 織 の ポ リ ー
プ が 形 成 さ れ る よ う に 縛 ら れ る 。 次 に 、 こ の 結 紮 具 を 内 視 鏡 か ら 除 去 し 、 ワ イ ヤ 係 蹄 の よ
う な 切 断 器 具 を 内 視 鏡 を 介 し て 導 入 し て 、 周 囲 の 健 康 な 組 織 か ら 異 常 組 織 の ポ リ ー プ を 切
断 す る た め に 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 食 道 、 胃 及 び 小 腸 を 含 む 消 化 管 の ど の 部 分 に も 適 用 す る こ と が で き る 粘 膜 切
除 装 置 に 関 す る 。 説 明 の た め に 、 食 道 の 粘 膜 病 変 の 除 去 に 関 す る 好 ま し い 具 体 例 に つ い て
、 本 発 明 を 述 べ る 。 本 発 明 の 実 施 に 当 た り 、 通 常 の 結 紮 具 及 び 係 蹄 を 使 用 す る こ と が で き
る が 、 好 ま し い 具 体 例 に お い て 、 後 述 す る よ う に 、 特 別 に 構 成 さ れ た 係 蹄 が 使 用 さ れ る 。
　 　 　
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 弾 性 バ ン ド 結 紮 は 、 消 化 管 の 部 分 に お け る 出 血 を 抑 制 す る た め に 使 用 さ れ る 手 法 で あ る
。 例 え ば 、 痔 ま た は 食 道 静 脈 瘤 の 治 療 に お い て 、 粘 膜 組 織 及 び 粘 膜 下 組 織 が 弾 性 結 紮 バ ン
ド に よ っ て 捕 ら え ら れ 、 そ の 結 果 、 そ の 病 変 の 括 約 、 壊 死 脱 落 及 び 最 終 的 な 線 維 形 成 を 生
じ る 。 Steigmann の 特 許 文 献 １ は 、 Steigmann-Goff Clearvue T M 単 一 バ ン ド 結 紮 具 と し て
商 業 的 に 成 功 し て い る 単 一 バ ン ド 結 紮 器 具 を 開 示 し て い る 。 こ の Steigmann の 特 許 は 、 こ
れ に よ っ て 本 明 細 書 に 参 考 と し て 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Steigmann-Goff Clearvue T M 結 紮 具 の よ う な 結 紮 器 具 は 、 出 血 し て い る 血 管 ま た は 出 血
傾 向 が あ る 血 管 が 結 紮 バ ン ド に よ っ て 孤 立 さ れ る 食 道 静 脈 瘤 及 び 痔 の 治 療 に 有 効 で あ る 。
し か し な が ら 、 異 常 組 織 が 平 板 に な り が ち で あ り 、 通 常 の 結 紮 手 法 を 容 易 に 行 う こ と が で
き な い 消 化 管 に 存 在 す る 癌 ま た は 前 癌 症 状 を 治 療 す る 目 的 の た め に 、 結 紮 は こ れ ま で 使 用
さ れ て い な か っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 に 使 用 す る こ と が で き る 種 類 の 結 紮 具 を 備 え た 屈 曲 可 能 な 内 視 鏡
10を 示 し て い る 。 内 視 鏡 10は 、 吸 引 ル ー ト 11及 び フ ァ イ バ ー オ プ チ ッ ク ス 照 明 ル ー ト 12を
含 み 、 両 方 と も 吸 引 力 及 び 照 明 を 供 給 す る た め の コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス （ 図 示 せ ず ） に 接
続 さ れ て い る 末 端 13に 出 る 。 接 眼 レ ン ズ 14は 、 結 紮 処 置 を 直 接 視 る か ま た は ビ デ オ カ メ ラ
及 び 後 の ビ デ オ モ ニ タ の 映 像 で 視 る 手 段 を 提 供 す る 。 バ イ オ プ シ ー ル ー ト 16中 に 位 置 す る
ト リ ッ プ ワ イ ヤ 15は 、 重 み 付 き ハ ン ド ル 17を 備 え 、 ノ ッ チ 19で 内 管 18に 固 定 さ れ て い る 。
結 紮 リ ン グ 20は 、 ノ ッ チ 19に お い て 内 管 18に 据 え 付 け ら れ て い る 。 結 紮 リ ン グ 20は 、 外 管
21内 に 位 置 す る 内 管 18に 据 え 付 け ら れ て い る 。 外 管 21は 、 ね じ 込 み 連 結 22に よ っ て 内 視 鏡
10に 確 実 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 器 具 の 使 用 に お い て 、 結 紮 リ ン グ 20が 管 18の 前 方 端 に 固 定 さ れ る 。 バ イ オ プ シ ー ル
ー ト 16を 通 っ て 出 る ト リ ッ プ ワ イ ヤ 15が 、 管 18の 後 方 端 に お い て ノ ッ チ 19に 取 り 付 け ら れ
、 こ の 組 立 体 が 、 内 視 鏡 10に 確 実 に 取 り 付 け ら れ た 管 21の 内 側 に 配 置 さ れ る 。 図 １ に 示 す
よ う に 、 管 18は 、 管 21の 端 を ち ょ う ど 越 え て 突 き 出 て い る リ ン グ 20に よ っ て 管 21内 に 据 え
付 け ら れ て い る 。 内 視 鏡 10の 後 方 端 に 出 る ト リ ッ プ ワ イ ヤ 15は 、 重 み 付 き ハ ン ド ル 17に よ
っ て 引 っ 張 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 患 者 に 内 視 鏡 オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 配 置 し た 後 、 こ の 器 具 を 消 化 管 内 に 導 入 す る 。 標 的 病
変 が 明 視 化 さ れ 、 管 18が 意 図 す る 標 的 を 取 り 囲 む ま で 、 こ の 器 具 を 直 視 下 に 前 進 さ せ る 。
完 全 な 360 ゜ の 接 触 が な さ れ た ら 、 吸 引 力 を 作 動 さ せ て 、 管 18に 病 変 を 引 き 込 む 。 病 変 が
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完 全 に 管 18内 に 入 っ た ら 、 ト リ ッ プ ワ イ ヤ 15が 引 か れ 、 リ ン グ 20が 滑 り 、 標 的 病 変 の 基 部
の 周 り に し っ か り と 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ ～ 図 ８ は 、 本 発 明 に 従 っ て 粘 膜 切 除 が 食 道 に お い て ど の よ う に 行 わ れ る か を 示 し て
い る 。 内 視 鏡 10が 、 切 除 さ れ る 領 域 に 近 い 位 置 で 、 食 道 に 導 入 さ れ る （ 図 ２ ） 。 内 視 鏡 が
配 置 さ れ た 後 、 ス プ レ ー カ テ ー テ ル 30（ 図 ３ ） が 吸 引 ル ー ト 11を 介 し て 導 入 さ れ 、 問 題 の
領 域 31が 、 例 え ば 、 グ リ コ ー ゲ ン を 含 有 す る 組 織 細 胞 に 接 触 す る と 茶 色 に 変 色 す る 従 来 の
染 料 で あ る ル ゴ ー ル ヨ ー ド で 染 色 さ れ る 。 癌 及 び 前 癌 細 胞 は グ リ コ ー ゲ ン を 含 ま ず 、 従 っ
て 、 そ の 染 料 を 受 け 入 れ な い 。 こ の よ う に し て 、 異 常 組 織 31が 内 視 鏡 的 に 同 定 さ れ 得 る 。
問 題 の 部 分 が 染 色 さ れ た 後 、 ス プ レ ー カ テ ー テ ル 30が 除 去 さ れ 、 注 入 カ テ ー テ ル 32（ 図 ４
） が 内 視 鏡 の 吸 引 ル ー ト 11を 介 し て 導 入 さ れ る 。 塩 水 （ 例 え ば 、 0.9 ％ NaCl） を 染 色 さ れ
た 領 域 に 注 入 し て 、 食 道 の 周 辺 組 織 か ら そ れ を 持 ち 上 げ る （ 図 ５ ） 。 グ ル コ ー ス 溶 液 の よ
う な そ の 他 の 物 質 を 使 用 し て 、 異 常 領 域 を 持 ち 上 げ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 注 入 カ テ ー テ ル 32及 び 内 視 鏡 10を 患 者 の 食 道 か ら 除 去 し 、 図 １ に 示 す よ う に 、 単 一 フ ァ
イ ヤ 結 紮 具 を 内 視 鏡 の 遠 位 端 に 固 定 さ せ る 。 次 に 、 内 視 鏡 を 患 者 の 食 道 に 再 度 導 入 し て 、
持 ち 上 げ ら れ た 異 常 領 域 に 結 紮 具 の 遠 位 端 が 近 く な る よ う に す る （ 図 ６ ） 。 吸 引 ル ー ト 11
を 介 し て 吸 引 力 を 適 用 し て 、 異 常 領 域 を 結 紮 具 に 引 き 込 む 。 次 に 、 ト リ ッ プ ワ イ ヤ 15を 引
い て 、 結 紮 リ ン グ 20を 異 常 領 域 の 基 部 の 周 り に 適 用 し て 、 結 紮 具 が 除 去 さ れ た と き に 、 縛
ら れ た き の こ 状 の ポ リ ー プ 34が 形 成 さ れ る よ う に す る （ 図 ７ ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 10を 患 者 か ら 取 り 出 し 、 結 紮 具 を 内 視 鏡 か ら 外 す 。 内 視 鏡 を 再 び 食 道 に 挿 入 す る
。 縛 ら れ た 「 ポ リ ー プ 」 が 視 界 に あ る と き 、 ワ イ ヤ ル ー プ 36及 び さ や 型 ケ ー ス 38を 有 す る
通 常 の 係 蹄 を 、 内 視 鏡 の バ イ オ プ シ ー ル ー ト 16を 介 し て 導 入 す る こ と が で き る 。 人 工 的 に
作 ら れ た ポ リ ー プ を ワ イ ヤ ル ー プ が 囲 む よ う に 、 係 蹄 を 配 置 す る （ 図 ８ ） 。 ワ イ ヤ ル ー プ
36が さ や 型 ケ ー ス 38に 引 き 込 ま れ る と き に 、 ポ リ ー プ が 食 道 か ら 切 断 さ れ て 焼 灼 さ れ る 。
こ の ポ リ ー プ を 内 視 鏡 を 介 し て 係 蹄 に よ っ て 物 理 的 に 回 収 す る か 、 ま た は 、 患 者 の 消 化 管
に 放 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  図 ８ で 使 用 さ れ て い る 係 蹄 は 通 常 の も の で あ っ て よ く 、 例 え ば 、 ポ リ ー プ 等 の よ う な 組
織 の 切 断 及 び 焼 灼 を 同 時 に 行 う 単 極 電 気 外 科 装 置 で あ っ て も よ い 。 一 般 に 、 そ の よ う な 係
蹄 は 、 さ や 型 ケ ー ス に 引 き 込 む こ と が で き る ワ イ ヤ ル ー プ を 含 み 、 そ れ に よ っ て ル ー プ が
ポ リ ー プ の 周 り で 締 ま る こ と が で き る よ う に す る 。 電 圧 を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 ポ リ ー
プ の 切 断 及 び 傷 の 焼 灼 が 同 時 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 で の 使 用 に 特 に 適 合 し た 係 蹄 の 遠 位 端 が 、 図 ９ に 示 さ れ て い る 。 係 蹄 の 外 部 さ や
型 ケ ー ス が 38に 、 ワ イ ヤ ル ー プ が 36に 示 さ れ て い る 。 導 電 性 プ ル ワ イ ヤ 39が ル ー プ 36に 、
波 形 を 付 け ら れ て ワ イ ヤ 39及 び ル ー プ 36の 隣 接 端 に は ん だ 付 け し て も 良 い コ ネ ク タ 37に よ
り 取 り 付 け ら れ て い る 。 従 来 の 係 蹄 と 異 な り 、 ワ イ ヤ 36の 自 由 端 が 、 例 え ば 接 着 剤 に よ っ
て さ や 型 ケ ー ス 38の 遠 位 端 に 接 合 さ れ て い る 小 さ い フ ェ ル ー ル 40に 接 続 さ れ て い る 。 ワ イ
ヤ ル ー プ 36が 、 フ ェ ル ー ル 40に は ん だ 付 け さ れ て も 良 い 。 こ の よ う な 配 置 に よ っ て 、 ル ー
プ 36を ポ イ ン ト 42及 び 44に お い て 永 久 に 曲 げ る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 ワ イ ヤ 39が 遠
位 に 押 さ れ た と き に （ 図 ９ に 示 す よ う に ） 、 形 成 さ れ る ル ー プ が さ や 型 ケ ー ス 38の 長 手 軸
に 対 し て 90度 に 近 い 角 度 の 平 面 に 位 置 す る よ う に さ れ る 。 ル ー プ が 伸 ば さ れ た と き に 、 さ
や 型 ケ ー ス の 長 手 軸 と 同 じ 平 面 に ル ー プ が 位 置 す る 従 来 の 係 蹄 と は 対 照 的 に 、 図 ９ の 配 置
は 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 図 １ の 結 紮 具 の 使 用 に よ っ て 形 成 さ れ る 「 ポ リ ー プ
」 を 除 去 す る 際 に 特 に 有 効 で あ る 。 係 蹄 の 近 位 端 に あ る ハ ン ド ル は 従 来 の も の で あ っ て よ
く 、 従 っ て 図 示 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 を 上 記 の よ う に 説 明 し た が 、 上 述 の 方 法 及 び 装 置 は 単 に 本 発 明
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の 原 理 を 説 明 す る た め の も の で あ る こ と 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 意 図 及 び 範 囲 を 逸
脱 す る こ と な く 、 当 業 者 に よ っ て そ の 他 の 方 法 及 び 装 置 を 考 案 で き る こ と は 理 解 さ れ 得 る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 結 紮 器 具 の 部 分 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 に よ る 粘 膜 切 除 手 順 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 に よ る 粘 膜 切 除 手 順 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 に よ る 粘 膜 切 除 手 順 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 に よ る 粘 膜 切 除 手 順 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 に よ る 粘 膜 切 除 手 順 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 に よ る 粘 膜 切 除 手 順 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 に よ る 粘 膜 切 除 手 順 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 に よ る 係 蹄 の 遠 位 端 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 10　 内 視 鏡
　 11　 吸 引 ル ー ト
　 20　 結 紮 リ ン グ
　 30　 ス プ レ ー カ テ ー テ ル
　 31　 異 常 組 織
　 32　 注 入 カ テ ー テ ル
　 34　 ポ リ ー プ
　 36　 ワ イ ヤ ル ー プ
　 38　 さ や 型 ケ ー ス
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(5) JP 2006-263484 A 2006.10.5



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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引入的内窥镜，并且施加抽吸到异常组织拉异常组织到结扎在内窥镜的
远端，然后连接结扎带应用于工具中异常组织的基部以形成息肉，最后
使用电外科圈套器从周围组织切割息肉。 点域1
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